
これから大腿骨近位部骨折の治療を受けられる患者さんへ 
【診療情報の調査研究への使用のお願い】 

順天堂大学医学部附属浦安病院整形外科では「Fragility Fracture Network Japan（日

本脆弱性骨折ネットワーク）への患者登録」を開始致しました。これは、2022 年４月の

診療報酬の改定に伴い、大腿骨頚部骨折と大腿骨転子部骨折を受傷した患者さんの受傷前

と受傷後の実態を捉えることを目的に、厚労省から日本脆弱性骨折ネットワークへの診療

情報の提供依頼がありました。実態の把握は、厚労省が抱える高齢者医療問題の改善の一

助になるものと思われます。そのため、当院で大腿骨頚部・転子部骨折の治療を受けられ

る患者さんは、カルテ等に記載される治療データを日本脆弱性骨折ネットワークへの登録

のために使用させていただきます。 

○この研究の対象となる患者さんは、50 歳以上の大腿骨頚部骨折と大腿骨転子部骨折の

方で、西暦 2022 年 8 月 1 日以降に整形外科での治療を受けた方です。

・利用させていただくカルテ情報は下記です。 

年齢、性別、受傷前の住居及び活動性、手術前の全身状態（ASA 分類）、骨折側（右

か左か）、骨折のタイプ、受傷前の骨粗鬆症治療薬、術前の内科医の関与、手術方法、

手術までの待機時間、麻酔の種類、手術翌日からのリハビリの開始の有無、入院 30 日

以内の再手術、入院 30 日以内の生存状態、入院 30 日目の歩行能力等 

期間：西暦 2022 年 8 月 1 日以降に治療を開始された方 

○この研究は順天堂大学医学部医学系研究等倫理委員会の承認を受けて行われます。

・研究実施期間 倫理委員会承認日 ～ 厚労省からの指示がなくなるまで 

・研究責任者 丸山祐一郎 

○カルテに日常的に記載される診療情報を使用するのみですので、新たな検査や費用が生

じることはありません。また、使用させていただいた患者さんへの謝礼等もありません。 

○患者さんの個人情報には、個人を特定できる情報は含まれず、その扱いも何万人の中の

一人として扱われます。また、集計データは学会や学術雑誌での発表、厚労省での内部

データとして使用されますが、そこにも、患者さん個人を特定できる個人情報は含まれ

ません。

○本研究の責任医師および分担医師には開示すべき利益相反はありません。

○該当患者さんの診療情報は下記機関に提供いたします。

［特定非営利活動法人 日本脆弱性骨折ネットワーク］ 

事務局 

〒950-3304 新潟県新潟市北区木崎 761 番地 

TEL：025-368-7255 

ホームページ掲載内容



「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」第８の 1（2）イの規定によ

り、研究者等は、被験者からインフォームド・コンセント（説明と同意）を受けることを必

ずしも要しないと定められております。そのため今回の研究では患者さんから同意取得はせ

ず、その代りに対象となる患者さんへ向けホームページで情報を公開しております。 

この研究の対象となる患者さんで、ご自身の情報は利用しないでほしい等のご要望や、研

究に関するご質問がございましたら、大変お手数ですが下記のお問い合わせ先までご連絡く

ださい。なお、同意の有無が今後の治療などに影響することはございません。 

【問い合わせ先】 

順天堂大学医学部附属浦安病院 整形外科 

電話：047-353-3111 （代表） 

研究担当者：前澤克彦 


